



































































出所）平成23年度～平成29年度『福祉用具・介誼ロボット実用化支援事業 事業報告書』 （厚生労両省）、 『平成30年度 福祉用具・介



















































































































表2 介言tロホソト 苔及モデル挙業の実施洟問の変遷 (2012年度～2017年度）
年度 2012（平成24)年度 2013（平成25)年度 2014（平成26)年度 2015（平成27)年度 2016（平成28)年度 2017（平成29)年度
北海道介護実習 普及 北海迫介護実習 普及 北海迫介遵実習 普及 北海道介遵実習 普及 北海迫介1慧実習 普及 北海迫介護実習 普及
センター センター センター センター センター センター
百杢県介言t実習・ 苔及 百森県介言t実習 ・苔及 吾森県介It実習・ 苔及 吾杢県介It実習・ 苔及 吾李県介言t実習 ・苔及 百森県介言t実習 ・苔及
センター センター センター センター センター センター
いきいき岩手支援財団 いきいき岩手支援財団
岩手県高齢者総合支援 岩手県高齢者総合文援 岩手県高飴者稔合文援 岩手県高胎者稔合支援
センター センター センター センター
荏烏県男女共生セン 揺烏県男女共生セン 茨城県介1慧実習 普及 茨城県介護実習 普及
実 ター ター センター センター
施
浅
なごや椙祉用具プラサ なごや椙祉用具プラサ なごや福祉用具プラサ なごや福祉用具プラサ なごや椙祉用具プラサ なごや福祉用具プラサ
関 兵庄県立椙祉のまちづ 兵五県立椙祉のまちづ 兵五県立福祉のまちづ 兵庄県立福祉のまちづ 兵庄県立椙祉のまちづ 兵五県立椙祉のまちづ
くり研究所 くり研究所 くり研究所 くり研究所 くり研究所 くり研究所
椙祉用具プラサ九州 福祉用具プラサ九州 福祉用具プラサ九州 椙祉用具プラサ九州 椙祉用具プラサ九州
北九州市立介護実習
普及センター
佐哲県在宅生活サポー 佐賀県在宅生活サポー 佐賀県在宅生活サポー 佐哲県在宅生活サポー 佐哲県在宅生活サポー 佐賀県在宅生活サポー
トセンター トセンター トセンター トセンター トセンター トセンター
大分県社会椙祉介It研 大分県社会椙祉介言t研 大分県社会福祉介言t研 大分県社会福祉介It研 大分県社会椙祉介言t研
究センター 究センター 究センター 究センター 究センター
計 9浅関 9浅関 8槻関 8浅関 8浅関 9楼関






































































業が実施されている26。(5)が関連調査等と文言に変更があった。 7年目の 2017（平成 29)
年度の事業項目には変更は見られていない尻





































から 2018年度は 13.10倍に上昇している。「介護危機下」『朝日新聞』 2020年2月 13日
23面。 2019年の「老人福祉・介護事業」倒産は、 111件（前年比4.7％増）と増加し、負
債総額は 161億 6,800万円（同 97.3％増）と急増し、倒産件数は過去最多であった 2017年
と同数となった。東京商エリサーチは、その要因として、新規参入が相次いでいること、過
小資本の企業ほど人手不足が深刻さを増す悪循環に陥ったことをあげている。「2019年「老
人福祉・介護事業」倒産状況J2020年 1月 7日、東京商エリサーチ webサイトより































12 『福祉用具・介護ロボット実用化支援事業 事業報告書』 2012、p.64。
13 同上報告書、 p.99。
14 『平成 24年度福祉用具・介護ロボット実用化支援事業事業報告書』、 p.l、pp.77-82。
l" 同上報告書、 p.77。




















24 『平成 27年度福祉用具・介護ロボット実用化支援事業 事業報告書』、 pp.1-2。
ふ同上報告書、 p.21。管見の限りでは、 2015（平成27)年 12月 17日に開催されたものが最
初である。
26 『平成28年度福祉用具・介護ロボット実用化支援事業事業報告書』、 pp.1-2。
27 『平成29年度福祉用具・介護ロボット実用化支援事業事業報告書』、 pp.1-2。
28 『平成30年度福祉用具・介護ロボット実用化支援等ー式報告書』、目次。
”同上報告書、 p.23。
30 同上。
